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運用報告書（全体版） 

好配当優良株 
ジャパン・オープン 

 

 
 

第41期（決算日：2022年７月25日） 

第42期（決算日：2022年10月25日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「好配当優良株ジャパン・オープ

ン」は、去る10月25日に第42期の決算を行いましたの

で、法令に基づいて第41期～第42期の運用状況をま

とめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 2026年４月24日まで（2012年５月18日設定） 

運用方針 
ファミリーファンド方式により、信託財産の
成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

ジャパン株式インカム マザー
ファンド受益証券 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の金融商品取引所上場（こ
れに準ずるものを含みます。）株式 

運用方法 

・わが国の金融商品取引所上場（これに準ず
るものを含みます。）株式を実質的な主要投
資対象とし、信託財産の成長を目指して運
用を行います。 

・連続増配銘柄のうち、好配当優良株＊を中心
に投資します。 
＊ 好配当優良株とは、以下のような特徴を併せ持つ

と委託会社が判断する銘柄をいいます。 

① 配当の持続性が相対的に高い、② 財務の健全

性が相対的に高い、③ 予想配当利回りが相対的に

高い 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

・マザーファンドへの投資割合
は、制限を設けません。 

・株式への実質投資割合は、制限
を設けません。 

・株式以外の資産への実質投資割
合は、原則として信託財産総額
の50％以下とします。 

マ ザ ー 
ファンド 

・株式への投資は、制限を設けま
せん。 

・株式以外の資産への投資は、原
則として信託財産総額の50％
以下とします。 

分配方針 

毎年１、４、７、10月25日（休業日の場合は翌
営業日）に決算を行い、収益分配方針に基づい
て分配を行います。分配対象額の範囲は、経費
控除後の配当等収益と売買益（評価益を含み
ます。）等の全額とします。基準価額水準、市
況動向、残存信託期間等を勘案して、分配金額
を決定します。（ただし、分配対象収益が少額
の場合には分配を行わない場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

◇MUZ-148099-0000-20221025◇ 
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好配当優良株ジャパン・オープン

ファンドマネージャーのコメント

戦略運用部
ファンドマネージャー

松田　淳

当作成期（過去６ヵ月）の運用で主眼におい
たポイントをご説明させていただきます。

連続増配銘柄＊１のなかから、好配当優良株＊２
を中心に計量的なアプローチを用いて投資を
行いました。

＊１ 主として一定期間の修正１株当たり配当
金（年額。株式分割および株式併合等を
考慮します。）が増加し､ または減少し
なかった銘柄とします｡

＊２ 配当の持続性や財務の健全性が相対的に
良好で、予想配当利回りが相対的に高い
と委託会社が判断する銘柄をいいます。

第42期末における主な投資のポイント
当作成期の国内株式市場は、世界的なインフ
レ懸念や主要各国・地域の利上げによる世界
的な景気減速不安などが下押し圧力となった
一方、円安・米ドル高の進行などが好感され、
上昇しました。

こうした投資環境のもと、当ファンドでは引
き続き連続増配銘柄のなかから好配当優良株
を中心に計量的なアプローチを用いてポート
フォリオを構築するプロセスを堅持し、運用
してまいりました。
これは、当ファンドの中長期的な収益の源泉
は連続増配銘柄の好配当利回り効果にあると
考えており、このような戦略を着実に実施す
ることが重要であるとの考えに基づき運用し
たものです。また、定量的なアプローチを主
体としているため、運用者の行動バイアス

（偏見・先入観）から一定の距離感を持って
運用できるところに利点があると考えていま
す。

この結果、原燃料価格の高騰などからガラ
ス・土石製品や、商品市況の悪化などから非
鉄金属に属する銘柄を中心とした株価下落が
基準価額にマイナスに作用した一方、米国金
利の上昇を背景に運用環境の改善などが期待
された銀行業や、海外景気の影響を受けにく
い建設業や情報・通信業に属する銘柄を中心
とした株価上昇がプラスに寄与し、基準価額
（分配金再投資ベース）は当作成期首に比べ
て上昇しました。

今後の運用方針
引き続き、連続増配銘柄の動向や予想配当利
回りの水準、各企業の配当に関する考え方、
業績の方向性などに留意し、計量的なアプ
ローチを主体に運用していく方針です。

好配当優良株ジャパン・オープン
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好配当優良株ジャパン・オープン

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ＴＯＰＩＸ500配当込み指数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

33期(2020年７月27日) 17,801 100 4.6 1,825.60 8.9 96.6 － 2,076 

34期(2020年10月26日) 18,260 100 3.1 1,887.85 3.4 97.2 － 2,078 

35期(2021年１月25日) 19,746 100 8.7 2,191.51 16.1 96.8 － 2,043 

36期(2021年４月26日) 21,410 100 8.9 2,275.02 3.8 96.2 － 2,049 

37期(2021年７月26日) 21,143 100 △0.8 2,283.61 0.4 96.5 － 1,925 

38期(2021年10月25日) 21,643 100 2.8 2,389.72 4.6 97.1 － 1,930 

39期(2022年１月25日) 21,480 100 △0.3 2,283.21 △ 4.5 96.8 － 1,903 

40期(2022年４月25日) 21,534 100 0.7 2,285.90 0.1 95.2 － 1,910 

41期(2022年７月25日) 22,641 100 5.6 2,367.90 3.6 96.7 － 2,137 

42期(2022年10月25日) 22,751 100 0.9 2,344.99 △ 1.0 95.1 － 2,316 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） ＴＯＰＩＸ500配当込み指数は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、

指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウはＪＰＸが所有しています。なお、当ファンドは、ＪＰＸ

により提供、保証又は販売されるものではなく、ＪＰＸは、当ファンドの発行又は売買に起因するいかなる損害に対しても、責任を有し

ません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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好配当優良株ジャパン・オープン

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ＴＯＰＩＸ500配当込み指数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

第41期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2022年４月25日 21,534 － 2,285.90 － 95.2 － 

４月末 21,989 2.1 2,312.24 1.2 95.3 － 

５月末 21,999 2.2 2,330.92 2.0 95.4 － 

６月末 22,213 3.2 2,278.87 △0.3 96.2 － 

(期  末)       

2022年７月25日 22,741 5.6 2,367.90 3.6 96.7 － 

第42期 

(期  首)       

2022年７月25日 22,641 － 2,367.90 － 96.7 － 

７月末 22,634 △0.0 2,364.03 △0.2 96.4 － 

８月末 23,127 2.1 2,389.62 0.9 96.1 － 

９月末 22,231 △1.8 2,253.81 △4.8 94.9 － 

(期  末)       

2022年10月25日 22,851 0.9 2,344.99 △1.0 95.1 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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運用経過
第41期～第42期：2022年４月26日～2022年10月25日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 4 1 期 首 21,534円
第 4 2 期 末 22,751円
既払分配金 200円
騰 落 率 6.6％

（分配金再投資ベース）

（円） （百万円）

2022/４/25 2022/６/24 2022/８/23 2022/10/21
20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

純資産総額：右目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

参考指数：左目盛

基準価額：左目盛

好配当優良株ジャパン・オープン
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基準価額の主な変動要因

基準価額は当作成期首に比べ6.6％（分配金再投資ベース）上昇
しました。

基準価額の動き

世界的なインフレ懸念や主要各国・地域の利上げによる世界的な
景気減速不安などが下押し圧力となった一方、円安・米ドル高の
進行などが好感され、国内株式市場が上昇するなか、米国金利の
上昇を背景に運用環境の改善などが期待された銀行業や、海外景
気の影響を受けにくい建設業や情報・通信業に属する銘柄を中心
とした株価上昇がプラスに寄与したことが、基準価額の上昇要因
となりました。

上昇要因

好配当優良株ジャパン・オープン
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第41期～第42期：2022年４月26日～2022年10月25日

投資環境について

  国内株式市況
当作成期の国内株式市場は、世界的なイ
ンフレ懸念や主要各国・地域の利上げに
よる世界的な景気減速懸念などが下押し
圧力となった一方、円安・米ドル高の進
行などが好感され、上昇しました。
当作成期の国内株式市場は、2022年７月
半ばにかけては、米金融引き締めへの警
戒感やウクライナ情勢を巡る不安のほか、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため
経済活動の制限が続く中国景気の先行き
見通しなどが懸念された一方、米国株式

市場の一時的な上昇や為替の円安・米ド
ル高進行のほか、参院選で自民党が改選
議席の単独過半数を確保したことによる
安定政権への期待感などが好感されるな
ど、方向感の乏しい展開となりました。
その後も、米国を中心とする物価動向や
金融政策の先行き観測に国内株式市場は
一喜一憂するなか、当作成期末にかけて
は1990年来の円安・米ドル高水準となっ
たことなどから外需関連株中心に上昇し
ました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  好配当優良株ジャパン・オープン
ジャパン株式インカム　マザーファンド
受益証券の組入比率をおおむね99％以上
に保ち、実質的な運用はマザーファンド
で行いました。

  ジャパン株式インカム　マザーファ
ンド
わが国の金融商品取引所上場（これに準
ずるものを含みます。）株式を主要投資対
象とし、配当利回りに着目し、高水準の
インカムゲインの確保と中長期的な値上
がり益の獲得による信託財産の成長をめ

ざしました。
当作成期も引き続き、連続増配銘柄の動
向や予想配当利回りの水準、各企業の配
当に関する考え方や継続性、業績の方向
性などの観点から組入銘柄を精査しまし
た。
前記の結果、当作成期は以下の通りポー
トフォリオの調整を実施しました。
2022年６月は、ポートフォリオの予想配
当利回りの上昇およびリスク低減などを
目的に保有比率調整を実施し、コンコル
ディア・フィナンシャルグループなどを
新規に買い付け、アマノなどを買い増し

好配当優良株ジャパン・オープン
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た一方、キヤノンマーケティングジャパ
ンなどを全株売却し、めぶきフィナン
シャルグループなどを一部売却しました。
銘柄入替前後での業種比較は、金属製品、
非鉄金属、機械などの構成比率を引き上
げ、電気・ガス業、小売業、建設業など
の構成比率を引き下げました。
９月は、ポートフォリオの予想配当利回
りの改善およびリスク低減などを目的に

保有比率調整を実施し、Ｔ＆Ｄホール
ディングスなどを新規に買い付け、旭化
成などを買い増した一方、横浜ゴムなど
を全株売却し、ダイワボウホールディン
グスなどを一部売却しました。銘柄入替
前後での業種比較は、機械、保険業、海
運業などの構成比率を引き上げ、電気・
ガス業、情報・通信業、その他金融業な
どの構成比率を引き下げました。

第41期～第42期：2022/４/26～2022/10/25

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はTOPIX500配当込み指数です。

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

（％）

第41期
2022/４/25 ～
2022/７/25

第42期
2022/７/25 ～
2022/10/25

－2.0

0.0

2.0

4.0

6.0
ファンド
参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

好配当優良株ジャパン・オープン
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分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通りと
させていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に
留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  好配当優良株ジャパン・オープン
引き続き、ジャパン株式インカム　マ
ザーファンド受益証券を高位に組み入れ、
マザーファンドを通じて株式運用を行っ
ていく方針です。

  ジャパン株式インカム　マザーファ
ンド
引き続き、わが国の金融商品取引所上場
株式を主要投資対象とし、これらの株式
を高位に保つ方針です。
連続増配銘柄の動向や予想配当利回りの
水準、各企業の配当に関する考え方、業
績の方向性などに留意し、計量的なアプ
ローチを主体に運用していく方針です。

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第41期 第42期
2022年４月26日～2022年７月25日 2022年７月26日～2022年10月25日

当期分配金（対基準価額比率） 100（0.440％） 100（0.438％）

当期の収益 58 100

当期の収益以外 41 －

翌期繰越分配対象額 13,760 14,000

好配当優良株ジャパン・オープン
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2022年４月26日～2022年10月25日

１万口当たりの費用明細

（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

項目
第41期～第42期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 130 0.579 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 50) (0.221) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 74) (0.331) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (  6) (0.028) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0  0.002  (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (  0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 130  0.581  

作成期中の平均基準価額は、22,488円です。

好配当優良株ジャパン・オープン
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（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.15％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.05％

運用管理費用（販売会社）
0.66％

運用管理費用（投信会社）
0.44％

総経費率
1.15％

その他費用
0.00％

好配当優良株ジャパン・オープン
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好配当優良株ジャパン・オープン

○売買及び取引の状況 (2022年４月26日～2022年10月25日) 

 

銘 柄 
第41期～第42期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
ジャパン株式インカム マザーファンド 144,738 320,543 24,598 54,514 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年４月26日～2022年10月25日) 

 

項 目 
第41期～第42期 

ジャパン株式インカム マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 4,063,866千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 4,411,744千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.92   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年４月26日～2022年10月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

＜ジャパン株式インカム マザーファンド＞ 

種       類 
第41期～第42期 

買 付 額 売 付 額 第42期末保有額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 7 5 144 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪフィナンシャル・グループ、三菱ＨＣキャピタルです。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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○組入資産の明細 (2022年10月25日現在) 

 

銘 柄 
第40期末 第42期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ジャパン株式インカム マザーファンド 901,895 1,022,035 2,310,823 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年10月25日現在) 

項 目 
第42期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ジャパン株式インカム マザーファンド 2,310,823 99.0 

コール・ローン等、その他 22,587 1.0 

投資信託財産総額 2,333,410 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第41期末 第42期末 

2022年７月25日現在 2022年10月25日現在 

  円 円 

(A) 資産 2,152,998,286   2,333,410,886   

 コール・ローン等 16,563,308   22,587,570   

 ジャパン株式インカム マザーファンド(評価額) 2,136,434,978   2,310,823,316   

(B) 負債 15,957,206   16,956,384   

 未払収益分配金 9,438,680   10,181,686   

 未払解約金 717,033   213,328   

 未払信託報酬 5,779,498   6,536,453   

 未払利息 4   46   

 その他未払費用 21,991   24,871   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,137,041,080   2,316,454,502   

 元本 943,868,065   1,018,168,631   

 次期繰越損益金 1,193,173,015   1,298,285,871   

(D) 受益権総口数 943,868,065口 1,018,168,631口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 22,641円 22,751円 
 
 

 

  

親投資信託残高 
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○損益の状況 

項 目 
第41期 第42期 

2022年４月26日～ 
2022年７月25日 

2022年７月26日～ 
2022年10月25日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △          681   △        1,697   

 受取利息 7   4   

 支払利息 △          688   △        1,701   

(B) 有価証券売買損益 116,017,592   26,639,819   

 売買益 117,056,248   28,091,090   

 売買損 △    1,038,656   △    1,451,271   

(C) 信託報酬等 △    5,801,489   △    6,561,324   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 110,215,422   20,076,798   

(E) 前期繰越損益金 176,860,288   274,454,960   

(F) 追加信託差損益金 915,535,985   1,013,935,799   

 (配当等相当額) (    906,217,152)  (  1,013,115,887)  

 (売買損益相当額) (      9,318,833)  (        819,912)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,202,611,695   1,308,467,557   

(H) 収益分配金 △    9,438,680   △   10,181,686   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,193,173,015   1,298,285,871   

 追加信託差損益金 915,535,985   1,013,935,799   

 (配当等相当額) (    906,289,132)  (  1,014,832,855)  

 (売買損益相当額) (      9,246,853)  (△      897,056)  

 分配準備積立金 392,535,293   410,645,488   

 繰越損益金 △  114,898,263   △  126,295,416   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 887,248,149円 

作成期中追加設定元本額 150,534,950円 

作成期中一部解約元本額 19,614,468円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末2.2751円です。 

②分配金の計算過程 

項 目 
2022年４月26日～ 
2022年７月25日 

2022年７月26日～ 
2022年10月25日 

費用控除後の配当等収益額 5,534,310円 32,815,256円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 

収益調整金額 906,289,132円 1,014,832,855円 

分配準備積立金額 396,439,663円 388,011,918円 

当ファンドの分配対象収益額 1,308,263,105円 1,435,660,029円 

１万口当たり収益分配対象額 13,860円 14,100円 

１万口当たり分配金額 100円 100円 

収益分配金金額 9,438,680円 10,181,686円 
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○分配金のお知らせ  

 第41期 第42期 

１万口当たり分配金（税込み） 100円 100円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・ 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・ 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・ 個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・ 分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※ 法人受益者に対する課税は異なります。 

※ 課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※ 税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※ NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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